








研究の目的および概略 

前回われわれは,新生児は酒石酸溶液,食塩溶液に特異的に反応し,しかも反応に個人差が

あることを報告した。これと並行して,これらの味覚反応を入院中の重症脳障害児に施行し

たところ,予想に反して強度に反応することを見出した。 

症例は在胎 40 週,低在横底位で分娩が40 時間と遷延し,Apg Score3 点出生体重 3380g の男

児である。生後 2時間よりけいれん発作が出現,持続したため当科紹介され入院した。哺乳

力が全くなく,モロー反射,吸啜反射の欠除,全身の筋トーヌスの低下などがあり経管栄養

を行なった。経口哺乳が可能となった生後 29 日,味覚反応を行なったところ,1 口飲んだだ

けで強度反応を示した。その後生後 42日では,前回ほど反応は強くなく6口飲んで顔をそ

むける中等度反応を示した。さらに 67日では,リズムがおちないでいくらでも飲む弱反応

となってしまった｡この症例にヒントを得て,その後表のような重症脳障害児で経管栄養を

施行した 5 例に経口摂取可能後に味覚テストを施行したところ,いずれも最初は反応が強

度で,次のテストでは反応が弱くなることを発見した。そこでわれわれは,これら味覚反応

の推移が新生児固有にみられる原始反射の消長とあまりにも類似しているため,われわれ

は新生児の味覚反応も原始反射と同様な 1 つの反射的反応であり,発達とともに消失して

いくのではないかという仮説をたてた。このことを立証するため,さらに本研究を行なった。 


